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文責：校長 2020 年１月 ２４日（金）№３６  

本校では、災害時に自分や家族の命を守る実践力を身
に付けるために、防災安全教育を行っています。 

２２日（水）には１・２学年で、２３日（木）には３
学年で放射線・防災教育を実施しました。 

３学年では、本田教頭先生の指導により、放射線から
身を守る手立てについて、遮蔽物や距離等の条件を変え
ながらガンマ線とベータ線の値を測定する実験を通して
考察しました。 

今回、環境再生プラザの専門家の方にも、測定器など
の機材の準備等のご協力をいただくことができ、大変充
実した放射線・防災教室を実施することができました。 

努力とは何か？私にとって努力とは、自信をもって精
一杯がんばったことを、自分で認められることだと思い
ます。 
私は、今、学力を上げて、高校に入るために、必死に

学習に励んでいます。そして、受験という壁が、目の前
にあります。 
過去の先輩たちはこう言っていました。「もっと早く、

勉強に励んでおけばよかった。」「もっと早く、真剣に努
力しておけば、ここまで苦労せずに済んだ。」 
私も、この言葉を聞いて、早めに、真剣に学習に取り

組もうと考えました。でも、あまり成績が伸びず、壁に
ぶち当たっていました。だけど、それは、自分が本気に
なって学習していなかったからだと分かりました。しか
し、もう受験が目の前に迫っています。今まで、早く勉
強しておけば大丈夫だろうと思って安心して、ここまで
来てしまい、私は、今、とても後悔しています。やはり、
先輩たちが言っていたことは正解でした。 
できたと思っていても、成績が伸びないのは、中途半

端な努力だったからです。中途半端な努力では、実力に
はならないと思いました。 
私は、自分が納得できるまで、精一杯やることが、本

当の努力だと思います。本当の努力をすれば、結果も必
ず向上すると思います。 
これから私は、自分が納得できるまで、精一杯学習を

して、自分の目標をかなえたいと思います。 

私が文化祭でがんばったことは、学級旗コンクールと
合唱コンクールです。 
 学級旗コンクールでは、みんなで協力し合って作製し、
最優秀賞をとることができました。 
 私は、最初から、最優秀賞をとりたいと思いながら、
みんなと協力してがんばりました。途中、失敗したりう
まくいかなかったりしたこともありました。でも、それ
を乗り越えて、最後までみんなで力を合わせることがで
きたので、最優秀賞をとることができたのだと思います。 
 合唱コンクールでは、みんなで四冠をとると宣言して、
練習をしました。 
 私は、歌うのがあまり得意ではないので、みんなの足
を引っ張ってしまわないかと不安でした。しかし、みん
なと練習していくうちに、だんだんと上手に歌えるよう
になり、自信がつきました。そうして、合唱コンクール
でも、練習の成果を発揮することができ、最優秀賞をは
じめ、四冠をとることができました。  
 私は、３年生最後の並木丘祭に一生懸命に取り組み、
中学校生活一番の思い出を作ることができました。 
 １、２年生の皆さんも、何かに本気で取り組み、よい
思い出を作ってください。 

２０日（月）の全校朝会で３学期学級委員任命式を行
いました。学級役員の皆さんには、進学、進級に向けて
有終の美を飾ることができるよう、学級のリーダーとし
ての活躍を期待します。 

学級委員 学級書記

男子 鈴木さん 金澤さん

女子 森本さん 薄井さん

男子 緑川さん 森本さん

女子 藤井さん 金澤さん

男子 鈴木さん 石井さん

女子 本多さん 塚田さん

男子 髙澤さん 緑川さん

女子 本田さん 菊池さん

男子 鈴木さん 古市さん

女子 高橋さん 薄井さん

１学年

２年１組

２年２組

３年１組

３年２組



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１２月に行った第２回学校評価アンケート調査の結果
をお知らせします。今回は、重点事項２の結果です。 

《結果》 
〇 質問１(認め合える学級)：生徒の A が７月、１２月
ともに５割台に達した。 

〇 質問３(社会性)：生徒のＡが７月、１２月ともに５割
台に達した。 

〇 質問４(あいさつ等)：生徒のＡが７月、１２月ともに
６割台に達した。 

〇 質問５(いじめ防止等)：保護者のＤが７月の８％から
１２月の３％に有意に減少した。 

● 質問２(道徳の授業)：１２月の生徒のＡが４割台、保
護者のＡが２割台に留まった。 

● 質問３(いじめ防止等)：１２月の生徒のＡが４割台、
保護者のＡが２割台に留まった。 

《今後の取組み》 
● 質問２(道徳の授業)：班での話合い等により様々な事

象を多面的・多角的に捉え、生き方について考えことが
できる授業づくりを行う。また、道徳の授業内容を学
校・学級だより等で保護者に紹介する。 

● 質問３(いじめ防止等)：生徒、保護者との信頼関係を
基盤に、困りごと調査の活用やカウンセラーとの連携、
教育相談の一層の充実を図る。 

 

おける到達度や課題を把握するとともに、５月からの変
容をもとに、教師が指導法を検証し、今後の授業改善に
生かします。アイチェックでは、学習の基盤となる学級
内での生徒の生活状況などを把握し、学習支援や生活支
援に生かします。また、次年度の学級編成や学級づくり
にも生かしていきます。 

後日、個票を配付しますので、お子様の結果を基に、
ご家庭でも進級、進学に向けての学習や生活の改善等に
活用してください。 

２１日（火）に、５月に
実施した第１回に続き、第
２回目の標準学力テスト
（５教科）とアイチェック
を実施しました。 

標準学力テストでは、生
徒ひとり一人の各教科に
おける到達度や課題を把
握するとともに、５月から
の変容をもとに、教師が指
導法を検証し、今後の授業
改善に生かします。アイチ
ェックでは、学習の基盤と
なる学級や学級内での生
徒の生活状況などを把握
し、生徒の学習支援や生活
支援に生かします。また、
次年度の学級編成や学級
づくりにも生かしていき
ます。 

後日、個票を配付します
ので、お子様の結果を基に
、ご家庭でも進級、進学に
向けての学習や生活の改
善等に活用してください。 

 

【第２回ルーセントカップ東北中学校ソフトテニスインドア大会１/20】 
〇 研修トーナメント第３位 

 菊池さん、片野さん、薄井さん、藤田さん 
鈴木さん、金澤さん 

【歴史検定１１／２２】 
〇 準３級合格 山﨑さん 
〇 ４級合格 戸部さん  
〇 ５級合格 吉成さん、大垣さん、川島さん 
【第２回実用数学技能検定１２／７】 
〇 ３級合格 沼端さん、山中さん、菊池さん 
〇 ４級合格 齊藤さん、深谷さん、藤井さん 

緑川さん、石井さん、菊池さん 
髙信さん、戸部さん 

〇 ５級合格 菊池さん、菊池さん、緑川さん 
 

全校朝会での表彰者紹介 

朝 朝会

給食 〇

部活 ○

朝 朝読

給食 〇

部活 ○

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

１日（土）

２日（日）

３０日
（木）

□３年放課後学習会（英語②）　□英語補習（３年）
□週番引継ぎ（１班⇒２班）　□尚志高校合格発表
□第２回ＰＴＡ企画委員会

　来  週 の 主 な 行 事 予 定

２７日
（月）

□全校朝会　□１年身体測定（放課後）
□３年放課後学習会（数学②）
□ＰＴＡ教養委員会１８：００～

３１日
（金）

□職員打合せ
□英語補習（２年）　□卒業判定会
□日大東北高校推薦入学手続き締切

□学法石川高校Ｃ日程入試
□女子ソフトテニス部練習試合　棚倉中

２８日
（火）

□カウンセラー来校　□３の１身体測定（放課後）
□困りごと調査　□生徒会総会リハーサル（放課後）
□英語補習（３年）　□学法石川Ｂ合格発表

２９日
（水）

□生徒会総会（５・６校時）

質問１：学級は認め合い助け合える学級である。 
質問２：道徳の時間に話合いを通して考えを深めるこ 

とができた。 
質問３：体験活動やボランティア活動を通して社会性 

が身についた。 
質問４：授業や部活動等を通してあいさつや身だしな 

みができるようになった。  
質問５：先生は困りごと調査等によりいじめ防止等に 

取組んでいる。 

Ａ：そう思う Ｂ：ややそう思う 
Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：まったくそう思わない 


